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共催：第63回日本糖尿病学会年次学術集会／アークレイマーケティング株式会社

※当セミナーはオンデマンド配信です。
　学会ホームページより参加登録いただくとID･パスワードが付与され、
　ご視聴いただけます。
　特設サイトのオープンにつきましては、今後学会ホームページにて
　ご案内いたしますので別途ご確認ください。
　https://site.convention.co.jp/63jds/　

　糖尿病治療の基本は自己管理である。自己管理の記録には食事記録、SMBGの自己管理ノート、血圧手帳、
体重記録さらに糖尿病連携手帳など、さまざま紙媒体が工夫されてきた。最近はスマホの普及によりこれらを一括
管理できるアプリが普及している。健康データを見やすくグラフ化して、データの変化を患者自身が把握し、医療者
とも共有、治療目標の達成感も得られる。当院では働き盛り世代の糖尿病治療をサポートするツールとしてライフロ
グアプリを早くから日常臨床に活用してきたのでその実例を紹介したい。
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スマート e-SMBG －糖尿病ライフログアプリの活用－
糖尿病治療と就労の両立支援にむけて
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本セミナーをご視聴いただきましたら、セミナー視聴ページよりアンケートへのご協力をお願いいたします。
該当項目へご回答いただきました方先着200名様に、ノベルティをプレゼントさせていただきます。
詳細につきましては、アンケートページをご確認ください。


